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今年もみんなの笑顔と未来が
　　　　　　　　　キラキラ輝きますように

主な内容
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　ボランティア活動をしている各団体の情報交換と、活動の活性化を目的と
する機関です。社協広報紙「みよちゃん」の最終ページに機関紙「とうもろこし」
として活動の様子や情報を掲載しています。

人形を通じての交流
１人暮らしの高齢者と電話

絵本の点訳、点字の指導
ハンドベル演奏

居場所づくりやイベント開催
川の水質調査

グループホームなどでの傾聴
など ...

御代田町地域活動
ボランティアセンター
の登録団体紹介ページ
（社協ホームページ）

社協がおこなっている
事業の紹介や事業報告、

イベントのお知らせ、
特集記事などを掲載。

（社協ホームページ）

「 御代田町ボランティア地域活動連絡協議会」って？
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座談会参加者の主な活動 ボランティア団体紹介

社協広報紙 「みよちゃん」
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地域活動連絡協議会 ××議会座談会
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私
の
活
動
は
、
家
族
の
協

力
や
応
援
に
支
え
ら
れ
、
そ

し
て
社
協
と
協
議
会
が
地
域

の
人
と
私
た
ち
の
活
動
を
繋

げ
て
く
れ
た
こ
と
も
大
き
な

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
協
議

会
が
あ
る
町
は
少
な
い
の
で
、

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
な

の
か
、
い
ま
だ
に
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
活
動
を
通
じ
て
多

く
の
方
々
と
友
達
に
な
れ
た

こ
と
は
、
私
の
宝
物
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
顔
の
見
え
る
地
区
を
作
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

の
活
動
な
ど
、
20 

年
後
の
望

む
姿
を
み
ん
な
で
考
え
て
い

ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
担
い
手

が
高
齢
化
し
て
お
り
、
各
会

が
存
続
で
き
る
か
が
共
通
の

課
題
で
す
。
と
に
か
く
町
民

し
て
い
ま
す
。
免
許
を
返
納

し
て
か
ら
行
動
に
限
り
が
あ

り
ま
す
が
、
友
達
の
援
助
の

も
と
続
け
て
い
ま
す
。

　
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
保
育
に

少
し
で
も
役
に
立
つ
よ
う
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
た
い

で
す
。

　『
ち
ょ
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
』
心
身
共
に
は
つ
ら
つ
な

毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
! 

　
義
母
が
社
協
で
お
世
話
に

な
り
、何
か
お
返
し
を
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
点
字

講
習
会
に
参
加
し
、今
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
絵
本
の
点
訳
は
、
1
冊
に

つ
き
3
か
月
ほ
ど
か
か
っ
て

い
ま
す
。 

点
字
は
本
当
に
奥

が
深
い
で
す
。
触
れ
合
う
機

会
が
少
な
い
の
で
、広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ど

こ
か
で
点
字
講
習
会
な
ど
を

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

か
ら
繋
が
り
が
あ
り
、
住
民

が
助
け
合
い
、
死
者
が
出
な

か
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

地
域
で
支
え
合
う
た
め
に
も

そ
う
い
う
活
動
が
あ
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

町
内
福
祉
施
設
や
個
人
宅
に

も
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
利
用
者
さ
ん
か
ら
は
と
て

も
喜
ん
で
い
た
だ
き
「
ま
た

来
て
ね
」
と
い
う
言
葉
に
励

ま
さ
れ
、
長
い
間
継
続
で
き

て
い
ま
す
。
寄
り
添
う
だ
け

で
も
心
が
和
む
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
傾
聴
は
、
家
庭
で
も
職
場

で
も
ま
た
ご
近
所
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
音
楽
が
好
き
な
人
が
集
ま

り
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
を

に
周
知
し
て
い
か
な
け
れ
ば

広
が
ら
な
い
と
思
う
の
で
、

み
ん
な
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
大
人
か
ら
子
供
ま
で
の
一

般
市
民
が
毎
年
全
国
の
川
の

汚
れ
具
合
を
測
定
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
言
葉
よ
り
数
字

（
デ
ー
タ
）
に
し
て
未
来
の
皆

さ
ん
に
現
状
を
語
り
継
い
で

い
く
こ
と
が
大
切
と
思
っ
て

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
に
配
慮
し
た
上
で「
川

遊
び
」
や
「
川
の
生
き
物
観

察
会
」
な
ど
の
親
子
体
験
を

し
な
が
ら
楽
し
ん
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
向
け
の
活
動
は

盛
ん
で
す
が
、
特
に
子
ど
も

を
支
援
し
な
い
と
い
け
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
以
前
、
白
馬
村
の
地
震
で
、

そ
の
地
域
の
人
た
ち
は
普
段

※
協
議
会
…
御
代
田
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会

※
社
協
…
御
代
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長 

上う
え

原は
ら 

京き
ょ
う

子こ

さ
ん

柳や
な
ぎ

沢さ
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伸し
ん

一い
ち

さ
ん

沼ぬ
ま

田た 

清き
よ
し 

さ
ん

土つ
ち

屋や 

昌ま
さ

良よ
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さ
ん

金か
ね

子こ 

祐ゆ
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子こ 

さ
ん

浜は
ま

畑は
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静し
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江え 

さ
ん

上う
え

原は
ら 

洋よ
う

子こ 

さ
ん
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一般会計総額一般会計総額 町民1人あたり町民1人あたり

（3億6,404万円の増額補正）（3億6,404万円の増額補正） ※令和5年12月1日現在の人口※令和5年12月1日現在の人口
16,553人で算出16,553人で算出

　12月定例会は12月４日招集、12日までの９日間の会期で開催され、専決処分事項の報告１件、
人事案１件、条例案６件、予算案７件、規約案1件、財産の処分１件、路線認定１件、和解１件、意見
書案１件の計20件を原案どおり承認・可決しました。
　本定例会で提出された議案の中から、町民のみなさんの注目度が高いと思われる事業を、議員
による質疑とともにピックアップし、お知らせします。

　補正予算とは、予算を作成したのちに生じた事由にもとづいて、既定の予算に「追加」や「変更」をおこ
なうために提出する予算です。
　今回の補正は、ふるさと納税寄附金の増収見込みや、道路新設工事に係る国庫補助金、平和台児童館跡
地の売却が主な増収理由であり、また、防犯カメラの設置や、役場職員駐車場予定地の土地購入などが主
な支出増の理由となっています。

9292億億2,672,6799万万円円 約約5566万万円円

旧役場跡地の
売却

　旧役場跡地と周辺を含めた全体の提案書
からは、おおよそ 110 件から 150 件ほどで
ある。あくまで現段階の提案であり、今後、
宅地、緑地帯、道路などよりよい区画などを
協議・検討していくことによって変わってく
ると認識している。

財産の処分について

提案では宅地開発となっているが、提
案書からは、おおよそ何件の宅地が
予想されるか。

問

答

1億9,140
万円

　緑化については本庁舎と合わせた基準
は満たしており、現段階では駐車場の中
で緑を増やすことは考えていないが、狭
いところで植木を植えられたらと考えて
いる。

　※公募型プロポーザル方式とは、自治体が企画提案を広く募集し、審査により業者を選定する方式です。

新職員駐車場の緑化についての考えは。問

答

4,962
万円

職員駐車場用の
土地を購入

旧役場跡地（約 1 万 2,584㎡）の売却にあたり、
土地利用をより良い形でおこなうことのできる

民間事業者を公募型プロポーザル方式※で選定した。

旧役場跡地売却にともない、役場職員の駐車場が新た
に必要となるため、駐車場用の土地を購入する。

令和5年令和5年
第4回定例会開催第4回定例会開催 補正予算を可決補正予算を可決

歳出 売却価格売却価格
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公共施設へ
防犯カメラを設置

消防団員への
出動手当増額

自転車用ヘルメット
購入に補助

カーブミラーの
追加設置

　役場庁舎内に4 カ所で、データ保存期間
は 1カ月程度、小学校はそれぞれ 5カ所ず
つで、保存期間は 65 日である。やまゆり
保育園は 4 台で、設置費用については、雪
窓保育園は、ビデオレコーダーのチャンネ
ル数がやまゆり保育園より多いため、高く
なっている。児童館は、モニターの設置場
所が異なるため、設置費に差が出ている。

　現時点での消防団出動件数は 7 件で、延
べ 80 名が出動している。年間出動件数は
300 名を予定しており、不足分の計上で
ある。

（質問日 : 令和 5 年 12 月 7 日）

　申請書、ヘルメットを購入した際の領
収書、安全性のわかる説明書を合わせて
提出していただく。補助額については購
入額の 2 分の 1、かつ上限 4,000 円まで
となる。安全性のわかる説明書は、ヘル
メットに安全性を確認したシールが貼付
されており、説明書にも記載があるため、
確認できれば問題ない。

　三ツ谷国道交差点、桜ケ丘団地前のほか、
５カ所に設置予定である。

役場庁舎、南北小学校、公立保育園、児童館へ
防犯カメラを設置する。

自転車利用者のヘルメット着用努力義務化にともない、
購入費への補助をする。

交差点などの交通安全対策事業として、
カーブミラー７基を設置する。

防犯カメラ機器設置工事自転車用ヘルメット購入費補助金

道路反射鏡設置工事

防犯カメラの設置個所と、データの
保存期間は。

消防団の出動件数、出動人数は。

補助申請の手続き方法は。

設置箇所は。

問

問

問

問

答

答

答

答

581
万円

134
万円

13
万円

101
万円

歳出歳出

歳出歳出

消防団員が水害、火災、地震などの
災害防御活動のために出動した場合、

1 日 1,000 円の出動手当を 8,000 円に増額する。 
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新規就農者への
経営開始資金

雪窓湖の
護岸強度調査

　複数の理由があり、10 年間農業を続け
ないと返金が必要な制度のため、返金の
事例も増えている。申請の半年ほど前か
ら、利益・返済計画などの協議をしてい
るが、農業の実績が無く、収益見込みが
わからないため、今年度農業を始めてみ
て、令和６年度に申請するよう先送りし
た事例もある。

　防災工事の必要性の有無を調べるため、
ボーリング調査、地滑り調査、構造計算、
シミュレーションなどを行うことになる。

次世代を担う農業となることを志す新規就農者に対して、
一定の条件のもと経営開始直後の経営開始資金を

交付する事業であるが、条件に合わない方もおり、減額する。

新規就労者育成総合対策
（経営開始資金）

雪窓湖地震耐震評価業務委託

取りやめがあったとのことだが、個
人都合なのか、農地確保ができなかっ
たのか。

事業内容は。

問

問

答

答

225
万円

740
万円

豪雨による
土砂災害の復旧

　向原橋の隙間から土砂が落ちたが、アス
カーブで隙間を埋めることにより対策をし
た。また、北側の道の勾配が向原橋側へ強
いことも原因の１つと考えており、東西側
の道路へ土砂がいくように勾配を調整し対
応できないか検討中である。

今年８月の豪雨により、向原橋から
しなの鉄道線路内へ流れ込んだ土砂を撤去する。

小災害復旧工事

しなの鉄道土地へ町道から砂利や土砂
が流出した対応として 400 万の増額は
大きい金額だと思うが、今後の対策は
おこなったか。

問

答

400
万円

歳出 歳出

減
首都圏などからの
移住者への支援

　ホームページに簡易判定のフローチャー
トを載せるなどして対応している。問い
合わせの前に見て欲しいと案内している
が、周知の方法について考えたいと思う。

東京圏（埼玉県、千葉県、東京都及び神奈川県）、
愛知県又は大阪府から移住し、一定の条件のもと就業、

創業しようとする方への支援金制度であるが、
対象者が少なく予算を減額する。

UIJ ターン就業・創業移住支援金

補助金の対象にならない場合が多いと
のことだが、制度の内容をわかりやす
くすることで、問い合わせを減らし業
務負担を軽減できないのか。

問

答

1,260
万円

歳出

減

令和５年４月

就

業

の

場   就業後３カ月経過（※２）

合
 移住後３カ月以上１年以内

創

業

の

場

合
創業支援金の交付
決定日から１年以内

（※１）就業の仕方により要件が異なります。詳細は別紙を参照してください。

（※２）テレワーカーには適用しません。

  金額 ： 単身世帯＝60万円

御代田町UIJターン就業・創業移住支援事業補助金の申請について
   御代田町では、⾧野県内企業等の担い手不足解消及び地域課題の解決並びに移住の促進を図るため、
   御代田町UIJターン就業・創業移住支援事業補助金を交付します。

御代田町へ転入された皆様へ

別紙にてご案内の交付要件を確認頂き、該当する方は、必ず事前にお問い合わせください。
  【担当】産業経済課 商工観光係 【問い合わせ先】0267-32-3113

補助金の概要
  対象 ： 東京圏（埼玉県、千葉県、東京都及び神奈川県）、愛知県、大阪府からの移住者で
       以下の要件のいずれかに該当する方
        ①⾧野県が運営するマッチングサイトに掲載している求人等（※１）により就業した方
        ②⾧野県から創業支援金の交付決定を受けた方

テレワーカーとしての就業

       ２人以上世帯＝100万円
     （令和５年４月１日以降に御代田町に転入した場合、18歳未満の世帯員を帯同するときは、

        当該世帯員一人につき100万円を加算する。）

交付の流れ

県マッチングサイト掲載求人による就業

専門人材としての就業

関係人口の方の就業

御代田町での手続き

移住支援金支払移住支援金
交付申請

御代田町での手続き

移住支援金
交付申請

移住支援金支払

交付申請受付期限
令和６年１月９日

御代田町移住（住民票の移動）

⾧野県で創業支援金の
交付決定

歳出
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条例の改正

議案 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案について 可決

議案 御代田町特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例案について 可決

議案 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案について 可決

議案
御代田町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案
について　
　人事院勧告に伴い給与を改定するもの

可決

議案 御代田町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例案について
　マイナンバーカードを利用した証明書交付申請に係るもの 可決

議案 御代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案について
　出産予定または出産した方の、令和６年１月以降の国民健康保険税を減額するもの 可決

令和5年度 予算　　　詳細は4 〜 6ページをご覧ください
議案 御代田町一般会計補正予算案（第４号） 可決
議案 御代田町一般会計補正予算案（第５号） 可決
議案 御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算案（第３号） 可決
議案 御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第２号） 可決
議案 御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案（第２号） 可決
議案 御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案（第３号） 可決
議案 御代田小沼水道事業会計補正予算案（第３号） 可決

人事　　　　　　　　詳細は8ページをご覧ください
議案 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

報告

報告 専決処分事項の報告について
専9号　町道向原西ノ畑線における車両損傷事故に係る損害賠償について −

規約
議案 浅麓環境施設組合規約の変更について 可決

その他

議案 訴訟上の和解について
　開発行為届出不勧告通知無効確認等請求事件について和解するもの 可決

全会一致の議案など

賛否の分かれた議案
賛
　
　
成

反
　
　
対

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
議
決
結
果

山
本
今
朝
和

尾
関
　
充
紗

内
堀
　
綾
子

森
泉
　
謙
夫

黒
岩
　
　
旭

赤
田
　
憲
子

中
山
　
温
夫

山
浦
　
久
人

茂
木
　
重
幸

池
田
　
る
み

五
味
　
髙
明

小
井
土
哲
雄

内
堀
喜
代
志

荻
原
　
謙
一

発議
現行の健康保険証の存続を求
める意見書（案）について

【議員提出】
　詳細は8ページをご覧ください

9 4 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × − 可決

議案 町道の路線認定について
　南浦４号線を認定するもの 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

議案 財産の処分について
　旧役場庁舎跡地を売却するもの 12 1 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

＊○…賛成、×…反対　　議長は採決に加わらないので、「−」で表示します。　（議長　14番　荻原　謙一）　　

議案など

議員名簿
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国
へ
意
見
書
を
提
出

議
員
発
議

森
泉 

謙
夫　
議
員

国
の
発
表
と
異
な
る

文
面
が
見
ら
れ
る 

　
本
意
見
書
は
現
行
保
険
証
の
永
続
的

な
存
続
の
求
め
と
捉
え
ら
れ
、
政
府
の

説
明
と
乖
離
し
た
表
記
も
多
く
、
国
の

行
動
や
目
標
時
期
な
ど
を
理
解
し
て
い

な
い
と
取
ら
れ
か
ね
な
い
。
よ
っ
て
本

意
見
書
は
不
適
切
で
あ
る
。

池
田 

る
み　
議
員

不
安
払
拭
を
図
る
た
め

対
策
を
検
討

　
政
府
は
国
民
の
不
安
払
拭
を
図
る
た

め
対
策
を
検
討
し
た
。
対
策
案
に
は
マ

イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い
全
て

の
方
に
申
請
に
よ
ら
ず
資
格
確
認
証
を

交
付
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
総
点
検
の
結
果
公

表
前
に
意
見
書
提
出
に
は
賛
成
し
か
ね

る
。

　
２
０
２
４
年
秋
に
現
行
の
健
康

保
険
証
は
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
基
本
に
な
る
。
相
次

ぐ
問
題
に
よ
り
、
国
民
不
信
は
広

が
っ
て
い
る
。

　
医
療
を
受
け
る
権
利
が
損
な
わ

れ
「
国
民
皆
保
険
」
の
土
台
を
揺

る
が
す
重
大
問
題
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
政
府
は
、
総
点
検
を
し
て
い
る

が
、
現
行
の
保
険
証
の
廃
止
に
よ

り
、
任
意
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
が
義
務
化
の
恐
れ
が
あ
る
。

　
安
心
安
全
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
に
向
け
、
健
康
保
険
証
の
存

続
を
強
く
要
請
す
る
。

山
浦 

久
人　
議
員

使
用
中
止
は
時
期
尚
早

　

高
齢
者
や
障
が
い
を
持
つ
方
々
を

中
心
に
す
べ
て
の
国
民
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
べ
き
で

あ
る
。

　

現
在
多
く
の
国
民
が
不
安
を
抱
え

て
い
る
た
め
、
保
険
証
の
使
用
を
中

止
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

内
堀 

綾
子　
議
員

今
や
る
こ
と
は

廃
止
で
は
な
い

　
車
に
例
え
て
い
う
と
、
タ
イ
ヤ
の
パ

ン
ク
し
た
車
に
乗
り
続
け
る
の
か
。
修

理
途
中
の
車
に
素
晴
ら
し
い
機
能
を
追

加
し
て
も
修
理
途
中
で
は
道
を
走
っ
て

は
な
ら
な
い
。

　
今
や
る
こ
と
は
健
康
保
険
証
の
廃
止

で
は
な
く
今
起
き
て
い
る
不
具
合
を
修

正
す
る
こ
と
で
あ
る
。

公共交通について現行の健康保険証の存続を求める
意見書案について

提
出
者

賛
成
者

反
対
討
論

賛
成
討
論

提
出
理
由

山
本 
今
朝
和　
議
員

山
浦 

久
人　

   
議
員 

人
事
案
件

土つ
ち

屋や　
和か

ず

明あ
き

氏
を

同
意

（
草
越
区
在
住
）

任
期
は

令
和
6
年
1
月
1
日
か
ら

令
和
8
年
12
月
31
日
ま
で

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
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　森
も り

泉
いずみ

　謙
し ず

夫
お

　 ◎学校教育について
◎道路予算について

　黒
く ろ

岩
い わ

　旭
あきら

　 ◎防災体制の取組について
◎子育て環境整備について

　小
こ

井
い

土
ど

　哲
て つ

雄
お

　 ◎小中学校のプール使用状況と、今後のあり方は
◎龍神まつりの開催日程を考える時期に来たと考える
　が、町の考えは

　山
や ま

本
も と

　今
け

朝
さ

和
か ず

　 ◎農業振興政策について
◎高齢者の健康寿命延伸について

　尾
お

関
ぜ き

　充
み

紗
さ

◎町独自の景観条例の制定について
○「龍神まつり」ボランティアと資金調達について

　山
や ま

浦
う ら

　久
ひ さ

人
と

◎今年のインフルエンザについて
◎5類移行後コロナの感染状況は

　内
う ち

堀
ぼ り

　綾
あ や

子
こ ◎政治倫理と行政運営について

◎除草剤・農薬使用における課題について
○生ごみ処理器購入補助金について

　池
い け

田
だ

　るみ
○奨学金返還支援制度について
◎性の多様性の取組について
◎地球温暖化防止対策について

　中
な か

山
や ま

　温
あ つ

夫
お

◎老人福祉計画・第９期介護保険事業計画について

一般質問Q＆A
　一般質問とは、議員が町の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町に求め、
適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
　この議会だよりでは、◎の項目を議員本人が要約執筆したものを掲載しています。

9人の議員が質問しました

12月定例会

P11

P10

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

　
２
０
２
４
年
秋
に
現
行
の
健
康

保
険
証
は
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
基
本
に
な
る
。
相
次

ぐ
問
題
に
よ
り
、
国
民
不
信
は
広

が
っ
て
い
る
。

　
医
療
を
受
け
る
権
利
が
損
な
わ

れ
「
国
民
皆
保
険
」
の
土
台
を
揺

る
が
す
重
大
問
題
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
政
府
は
、
総
点
検
を
し
て
い
る

が
、
現
行
の
保
険
証
の
廃
止
に
よ

り
、
任
意
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
が
義
務
化
の
恐
れ
が
あ
る
。

　
安
心
安
全
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
に
向
け
、
健
康
保
険
証
の
存

続
を
強
く
要
請
す
る
。
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森
もり

泉
いずみ

　謙
しず

夫
お

議員

園の保育環境は適切なのか

問
町
の
学
校
教
育
に

お
け
る
茂
木
教
育

長
メ
ソ
ッ
ド
は
。

答
茂
木
教
育
長
　

共
通
目
標
の
「
人

間
力
向
上
」
に
つ
な
が
る

よ
う
構
想
し
て
き
た
。

　
町
の
学
校
教
育
が
目
指

す
方
向
と
現
状
か
ら
的
確

に
課
題
を
捉
え
、
具
体
的

な
解
決
方
法
や
施
策
を
実

施
し
成
果
を
見
極
め
る
こ

と
は
、
教
育
行
政
の
中
心

に
お
き
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
小
諸
市
の
小
中
一

貫
校
化
が
話
題
と

な
っ
た
。
小
中
一
貫
化
の

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

答
茂
木
教
育
長
　

国
立
教
育
政
策
研

究
所
の
「
小
中
一
貫
教
育

で
期
待
さ
れ
る
効
果
と
課

題
」
に
は
、
効
果
と
し
て

小
中
学
校
教
職
員
間
で
協

力
意
識
が
高
ま
り
、
連
絡
、

提
携
が
し
や
す
い
こ
と
な

ど
で
、
課
題
は
、
児
童
生

徒
の
人
間
関
係
が
固
定
化

し
や
す
い
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

問
小
中
３
校
を
校
長

一
人
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、

教
育
長
の
考
え
は
。

答
茂
木
教
育
長
　

町
で
は
小
中
一
貫

を
前
面
に
出
し
て
は
い
な

い
が
、
以
前
か
ら
小
中
3

校
の
連
携
を
深
め
て
教
育

を
進
め
て
き
た
。
今
後
は

幼
稚
園
・
保
育
園
と
も
連

携
し
、
幼
保
・
小
中
一
貫

教
育
を
構
想
し
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。
町
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
小
中
一

貫
教
育
の
あ
り
方
に
理
解

を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
の
意
見
も
聞
き
、

関
係
機
関
と
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
に
と
っ
て
は
、

道
路
の
幅
が
舗
装
寿
命
に

最
も
影
響
す
る
。
町
単
独

３
億
円
予
算
を
道
路
用
地

の
確
保
に
も
充
て
る
べ
き

で
は
な
い
か
、
町
の
考
え

は
。答

建
設
水
道
課
長
　

用
地
を
取
得
し
道

路
を
拡
幅
す
る
こ
と
は
、

道
路
の
長
寿
命
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

人間力向上を目指すみよたの教育。

狭い道路は傷みが早い。

YouTube
2次元コード

道
路
用
地
の
確
保
は

道
路
の
拡
幅
は
長
寿
命
化
に
つ
な
が
る

的確に課題を捉えた教育行政を

茂木教育長の教育メソッドは

た
、
緊
急
車
両
の
支
障
が

な
く
な
り
、
歩
行
で
き
る

路
肩
も
確
保
で
き
利
便
性

や
安
全
性
が
向
上
す
る
。

問
政
策
で
あ
る
無
電

柱
化
で
検
討
さ
れ

る
場
所
は
。

答
建
設
水
道
課
長
　

都
市
計
画
道
路
の

東
原
西
軽
井
沢
線
で
は
防

災
上
の
観
点
か
ら
無
電
柱

化
の
予
備
設
計
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
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問
令
和
６
年
度
は
保

育
園
な
ど
へ
の
入

園
希
望
者
が
全
員
入
園
で

き
る
の
か
。

答
町
民
課
長
　
申
請

い
た
だ
い
て
い
る

全
て
の
お
子
様
の
入
園
が

か
な
う
状
況
で
あ
る
。

問
施
設
面
や
職
場
の

環
境
面
な
ど
、
園

の
保
育
環
境
は
適
切
に
整

備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
町
民
課
長
　
雪
窓

保
育
園
は
、
令
和

６
年
度
に
、
給
食
室
の
改

修
、
一
時
保
育
室
、
会
議

室
、
更
衣
室
を
新
設
す
る

大
規
模
改
修
を
予
定
し
て

い
る
。

　
や
ま
ゆ
り
保
育
園
は
、

令
和
７
年
度
以
降
に
は
園

舎
の
増
築
を
計
画
し
、
男

女
更
衣
室
と
応
接
室
兼
会

議
室
、
倉
庫
を
完
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
職
場
環
境
に
つ
い
て
は

フ
リ
ー
保
育
士
の
導
入
で

休
暇
を
取
り
や
す
い
環
境

を
徐
々
に
整
え
て
い
る
。

　
看
護
師
の
雇
用
に
つ
い

て
は
保
育
士
同
様
に
保
育

業
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
け
が
や
発
熱

な
ど
専
門
的
な
観
点
か
ら

判
断
し
、
対
応
す
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

問
保
育
士
の
人
員
確

保
に
向
け
た
町
の

取
組
み
は
。

答
町
民
課
長
　
学
生

が
公
立
の
正
規
職

を
希
望
し
た
く
て
も
、
年

齢
制
限
に
よ
り
新
卒
で
あ

っ
て
も
受
験
で
き
な
い
こ

と
や
、
各
自
治
体
の
試
験

時
期
が
重
な
り
、
い
ろ
い

ろ
な
自
治
体
の
試
験
に
挑

戦
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

増築や大規模改修を予定している

YouTube
2次元コード

園の保育環境は適切なのか

令和６年度に改修予定の雪窓保育園。

地区自主防災組織による継続的な啓発活動。

的確に課題を捉えた教育行政を

黒
くろ

岩
いわ

　　旭
あきら

議員

保
育
士
採
用
の
手
法
な
ど

総
務
課
と
連
携
し
検
討
を

重
ね
て
い
る
。

問
防
災
士
育
成
事
業

補
助
金
制
度
を
導

入
後
、
当
町
の
認
定
登
録

者
数
は
何
名
か
。
ま
た
、

事
業
拡
大
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答
総
務
課
長
　
令
和

４
年
度
に
１
名
、

令
和
５
年
度
は
現
在
の
と

こ
ろ
制
度
利
用
者
は
い
な

い
が
、
日
本
防
災
士
機
構

の
認
定
登
録
者
数
は
10
月

末
現
在
で
16
名
と
な
っ
て

い
る
。

　
各
区
や
自
主
防
災
組
織

に
あ
わ
せ
て
防
災
士
取
得

の
働
き
か
け
も
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
今
後
の
防
災
体
制

の
強
化
は
、
ど
ん

な
取
組
み
を
考
え
て
い
る

の
か
。

答
総
務
課
長
　
個
別

避
難
計
画
の
作
成

今
後
の
防
災
体
制
強
化
の
取
組
は

自
主
防
災
組
織
の
支
援
に
力
を
入
れ
るを

進
め
る
に
当
た
り
、
区

や
区
の
自
主
防
災
組
織
の

取
組
の
支
援
に
力
を
入
れ

て
い
く
。

　
役
場
の
体
制
と
し
て
は
、

令
和
６
年
度
に
自
衛
隊
Ｏ

Ｂ
の
方
を
防
災
担
当
職
員

と
し
て
採
用
を
す
る
予
定

で
、
体
制
の
強
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。
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問
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
に

か
か
る
プ
ー
ル
維

持
経
費
と
課
題
は
。

答
教
育
次
長
　
今
年

度
3
校
の
維
持
経

費
は
合
計
で
約
135
万
円
ほ

ど
か
か
っ
て
い
る
。
他
に

修
繕
費
と
し
て
中
学
校
の

プ
ー
ル
サ
イ
ド
防
水
工
事

19
万
8
千
円
な
ど
、
合
計

で
36
万
7
千
円
ほ
ど
か
か

っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
の
状
況
で
は
398

万
5
千
円
か
か
っ
て
い
る
。

　
各
年
度
に
ば
ら
つ
き
は

あ
る
が
プ
ー
ル
維
持
に
は

年
間
200
か
ら
300
万
円
以
上

が
必
要
で
あ
り
、
小
学
校

の
プ
ー
ル
維
持
に
か
か
る

費
用
の
増
加
が
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
近
年
で
は
学
校
の
プ
ー

ル
を
廃
止
し
学
校
外
の
屋

内
プ
ー
ル
を
活
用
す
る
ケ

ー
ス
が
増
加
し
、
中
学
校

で
は
座
学
の
み
の
自
治
体

も
で
て
き
て
い
る
。

問
近
隣
に
屋
内
プ
ー

ル
が
あ
る
が
選
択

肢
に
な
る
場
合
の
課
題
は
。

答
教
育
次
長
　
ブ
ル

ー
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
小
諸
店
で
は
、

現
状
学
校
単
位
の
利
用
は

な
い
状
況
だ
が
、来
年
度

小
諸
市
の
小
学
校
を
対
象

に
実
験
的
に
試
行
す
る
予

定
が
あ
り
、そ
の
成
果
な

ど
を
聞
き
状
況
把
握
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、施
設
ま
で
の
移

動
手
段
と
移
動
時
間
が
課

題
で
あ
る
。

問
今
年
の
龍
神
ま
つ

り
の
反
省
点
は
。

答
産
業
経
済
課
長

駐
車
場
不
足
と
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
の
見
直

し
、円
形
広
場
で
の
密
集

に
よ
る
将
棋
倒
し
の
危
険

性
な
ど
の
問
題
が
あ
げ
ら

れ
る
。

問
手
狭
な
円
形
広
場

の
拡
張
の
考
え
は
。

答
建
設
水
道
課
長

円
形
広
場
の
拡
張

計
画
は
現
在
な
い
。

問
来
年
の
気
温
も
参

考
に
今
か
ら
再
来

年
に
向
け
協
議
を
始
め
る

べ
き
で
は
。

答
産
業
経
済
課
長

気
象
庁
佐
久
観
測

点
の
気
温
変
化
を
み
る
と
、

令
和
元
年
7
月
の
最
高
気

温
の
平
均
は
26・9
度
、令

和
3
年
29・7
度
、令
和
5

年
で
は
32・
3
度
で
あ
っ

た
。 

ま
た
本
年
8
月
は

32・
6
度
と
真
夏
日
を
超

え
る
日
が
増
え
て
い
る
。

　
県
外
で
は
7
月
開
催
が

変
更
さ
れ
5
月
に
移
行
し

た
祭
り
も
あ
る
。

　
関
係
団
体
の
意
見
を
聞

き
気
象
状
況
を
見
な
が
ら
、

開
催
時
期
の
見
直
し
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

YouTube
2次元コード

小
こ

井
い

土
ど

哲
てつ

雄
お

議員

維持費用の増加が課題

新規就農者確保の取組は プール維持経費と課題は

来
年
の
気
温
も
参
考
に
協
議
は

開
催
時
期
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討

近年の猛暑の中、龍神まつりの開催日変更の検討が必要である。
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問
農
業
者
の
高
齢
化

に
伴
い
、
農
業
従

事
者
の
人
口
減
少
が
今
後

も
続
く
と
思
う
。
新
規
就

農
者
確
保
の
取
組
み
は
。

答
産
業
経
済
課
長

新
規
就
農
者
育
成

総
合
対
策
事
業
の
活
用
を

し
て
い
る
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、 

長
野
県
佐
久
農
業
農
村
支

援
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、

新
規
就
農
者
の
確
保
と
定

着
を
図
る
た
め
の
支
援
を

し
て
い
る
。

問
ブ
ラ
ン
ド
品
目
の

生
産
維
持
、
向
上

や
営
農
の
継
続
、
継
承
な

ど
は
、
労
働
力
確
保
な
く

し
て
解
決
で
き
な
い
。
労

働
力
確
保
に
向
け
た
取
組

み
は
。

答
産
業
経
済
課
長

繁
忙
期
の
労
働
量

に
合
わ
せ
、働
き
手
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

雇
用
を
創
出
す
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
農
作
業
に
携
わ
る
機
会

の
創
出
す
る
方
法
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、 

長
野

県
や
農
協
と
連
携
を
図
り

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
町
は
健
康
寿
命
延

伸
に
ど
の
よ
う
な

関
わ
り
方
を
し
、
援
助
す

る
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
は
介

護
高
齢
係
、 

地
域
包
括
支

援
係
、 

健
康
推
進
係
の
3

係
が
協
力
、 

連
帯
し
て
健

康
寿
命
延
伸
に
努
め
て
い

る
。 

　
令
和
5
年
度
は「
介
護

予
防
•
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
サ
ー
ビ
ス
立
ち

上
げ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
」を
活
用
し
、 

支
援

者
が
県
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
意
見
交
換
の
機
会

を
設
け
た
。 

　　
支
援
者
の
要
望
で
も
あ

る「
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」を
来
年
度
に

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

健
康
寿
命
延
伸
は
、第
8

期
及
び
次
期
第
9
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
目
標
で

あ
る
。

問
フ
レ
イ
ル
予
防
を

推
進
す
る
中
で
、

各
区
で
「
サ
ロ
ン
」
が
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
指
導
方
法
と

今
後
の
取
組
み
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

フ
レ
イ
ル
予
防
は

健
康
寿
命
の
延
伸
に
欠
か

せ
な
い
対
策
で
あ
る
。保

健
補
導
員
と
協
力
し
開
催

の
地
区
健
康
教
室
は
、管

理
栄
養
士
や
保
健
士
ほ
か
、

理
学
療
法
士
に
よ
る
運
動

YouTube
2次元コード

確保と定着を図る支援をする 維持費用の増加が課題

新規就農者確保の取組は

山
やま

本
もと

今
け

朝
さ

和
かず

議員

指
導
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
有
効

活
用
し
て
、健
康
寿
命
延

伸
に
つ
な
げ
た
い
。

フ
レ
イ
ル
予
防
推
進
の
取
組
は

健
康
寿
命
延
伸
に
つ
な
げ
た
い

フレイルとは健康と要介護の間の虚弱な状態のこと。

13 令和6年1月25日発行　みよた議会だより　No.134　一般質問



問
景
観
条
例
制
定
ま

で
の
工
程
は
。

答
建
設
水
道
課
長

御
代
田
町
景
観
条

例
を
制
定
す
る
た
め
に
は
、

町
が
景
観
行
政
団
体
に
移

行
す
る
こ
と
が
前
提
と
な

る
。

　
条
例
制
定
ま
で
の
手
続

き
は
、
ま
ず
景
観
に
関
す

る
基
礎
調
査
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
町
民
と
の
合
意
形

成
を
図
る
た
め
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
後
、
町
の
景
観
計

画
お
よ
び
景
観
条
例
の
素

案
を
作
成
し
、
法
令
に
基

づ
く
手
続
き
に
入
り
、
景

観
行
政
団
体
へ
の
移
行
の

公
示
、
景
観
条
例
の
議
決

を
い
た
だ
き
、
公
布
を
す

る
。

　
さ
ら
に
、
景
観
計
画
の

告
示
及
び
縦
覧
を
経
て
、

景
観
計
画
の
発
行
、
景
観

条
例
の
全
面
施
行
と
い
う

流
れ
に
な
る
。

　
以
上
の
行
程
か
ら
、
現

時
点
で
は
令
和
７
年
度
中

の
制
定
を
目
標
と
し
て
い

る
。問

景
観
行
政
団
体
に

つ
い
て
詳
細
は
。

答
建
設
水
道
課
長

景
観
法
第
８
条
の

規
定
に
よ
り
、
良
好
な
景

観
の
形
成
に
関
す
る
計
画

を
景
観
計
画
と
言
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
、
条
例
で
必
要
な

規
制
を
設
け
る
こ
と
も
可

能
な
地
方
自
治
体
の
こ
と

で
あ
る
。

問
想
定
し
て
い
る
景

観
条
例
の
内
容
は
。

答
建
設
水
道
課
長

現
在
、
１
千
300
ｍ

林
道
か
ら
北
陸
新
幹
線
の

範
囲
が
長
野
県
景
観
条
例

の
浅
間
山
麓
景
観
重
点
育

成
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。

　
あ
く
ま
で
も
予
定
で
あ

る
が
、
こ
の
地
域
の
基
準

を
踏
襲
し
、
対
象
と
な
る

範
囲
を
町
内
全
域
と
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
特
性

ご
と
に
エ
リ
ア
に
分
け
、

建
築
物
な
ど
の
配
置
や
規

模
、
形
態
意
匠
、
材
料
、

色
彩
、
土
地
の
形
質
の
変

更
、
土
石
の
採
取
と
い
っ

た
規
定
を
数
値
な
ど
で
表

し
、
明
確
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
区
や
住
民
間
で
で

き
る
景
観
保
護
策

は
。答

建
設
水
道
課
長

土
地
所
有
者
な
ど

が
、
そ
の
地
区
の
良
好
な

景
観
の
形
成
に
関
し
締
結

す
る
「
景
観
協
定
」
と
い

う
も
の
や
、
住
宅
地
と
し

て
の
景
観
、
環
境
を
改
善

す
る
た
め
、
建
築
物
の
基

準
に
つ
い
て
協
定
を
締
結

す
る
「
建
築
協
定
」
な
ど

の
手
法
が
あ
る
。

　
協
定
は
、
そ
の
区
域
内

の
土
地
所
有
者
な
ど
全
員

の
合
意
形
成
を
図
り
、
全

員
が
協
定
を
締
結
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
ま
ず
は
建
設
水
道
課
に

相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。

「浅間山麓景観育成重点地域」の
景観計画が見られる県HP。

YouTube
2次元コード

インフルの学校での感染状況は

浅間山麓重点地域の基準を踏襲

想定している景観条例の内容は

尾
お

関
ぜき

　充
み

紗
さ

議員

条例制定までの景観保護策としての新たな規制が設けられた。
（広報「やまゆり」10月号）
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問
今
年
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
全
国
的
に
注
意
報
レ

ベ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
聞

く
が
、
当
町
の
小
中
学
校

の
感
染
状
況
は
。

答
教
育
次
長
　

3
校

と
も
、
学
校
全
体

を
閉
鎖
す
る
よ
う
な
休
校

処
置
は
な
い
。
学
級
閉
鎖

の
状
況
は
、
北
小
学
校
99

名
、
6
ク
ラ
ス
で
学
級
閉

鎖
を
、
南
小
学
校
118
名
、

4
ク
ラ
ス
で
学
級
閉
鎖
を
、

中
学
校
で
は
51
名
、
2
ク

ラ
ス
で
学
級
閉
鎖
の
処
置

を
取
っ
て
い
る
。

　
3
校
と
も
罹
患
者
数
は

増
え
て
お
り
、
拡
大
を
抑

え
る
た
め
、
学
校
医
と
相

談
し
て
、
適
宣
学
級
閉
鎖

な
ど
の
処
置
を
取
っ
て
い

る
。

問
対
策
と
し
て
、
マ

ス
ク
着
用
、
う
が

い
、
予
防
接
種
な
ど
が
あ

る
が
、
予
防
接
種
の
状
況

は
。答

保
健
福
祉
課
長

10
月
末
現
在
、 

主

に
65
歳
以
上
を
対
象
と
し

て
接
種
者
数
は
830
名
で
あ

る
。問

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
に
は
主

に
３
つ
の
型
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、 

現
在
、

主
に
何
型
が
流
行
し
て
い

る
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

A
型
が
主
流
と
な

っ
て
い
る
。

問
現
在
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
す

る
と
、
解
熱
剤
な
ど
の
医

薬
品
が
不
足
し
て
い
る
と

聞
く
が
現
状
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

国
の
施
策
に
よ
り
、

医
薬
品
の
不
足
も
徐
々
に

解
消
し
て
い
く
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
死
亡
例
は

町
と
し
て
は
把
握
で
き
な
い

問
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
今
年
５
月
８
日

に
５
類
に
移
行
に
な
り
半

年
以
上
た
つ
が
、 

感
染
状

況
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

11
月
20
日
か
ら
26

日
の
週
に
233
人
と
な
っ
て
、

約
３
か
月
ぶ
り
に
増
加
に

転
じ
た
。
今
後
冬
期
に
向

け
て
感
染
者
が
増
加
す
る

可
能
性
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
体
調

管
理
の
徹
底
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
９
月
か
ら
７
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
っ
た
が
、 

接
種
状

況
は
進
ん
で
い
る
か
。

コロナに感染したら10日間は外部との接触は控える。

インフルエンザの感染例。

YouTube
2次元コード

学校全体を閉鎖する休校はない

インフルの学校での感染状況は

浅間山麓重点地域の基準を踏襲

山
やま

浦
うら

　久
ひさ

人
と

議員

答
保
健
福
祉
課
長

全
体
で
は
対
象
者

1
万
２
千
413
名
中
、
接
種

者
は
２
千
507
名
で
、
接
種

率
20
・
５
％
で
あ
る
。

問
当
町
、ま
た
は
佐

久
管
内
の
死
亡
例

は
把
握
で
き
る
の
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
原
因
で
の
死
亡
例
は
、

町
と
し
て
は
把
握
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。

問
無
料
接
種
は
３
月

で
終
了
だ
が
、４

月
以
降
ど
う
変
わ
る
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

現
時
点
で
は
、
個

人
予
防
を
目
的
と
し
た
、

B
類
の
定
期
接
種
に
、
接

収
回
数
は
年
1
回
、
接
種

時
期
は
秋
冬
で
あ
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

15 令和6年1月25日発行　みよた議会だより　No.134　一般質問



問
龍
神
公
園
と
雪
窓

公
園
へ
の
除
草
剤

散
布
に
つ
い
て
懸
念
の
声

が
あ
る
。

　
小
さ
な
子
ど
も
が
直
接

除
草
剤
に
触
れ
る
こ
と
及

び
、
除
草
剤
の
人
体
へ
の

影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　
公
園
管
理
で
除
草
剤
を

散
布
し
な
い
場
合
の
業
者

へ
の
負
担
も
加
味
し
な
が

ら
、
町
の
今
後
の
動
向
は
。

答
建
設
水
道
課
長

今
回
、
薬
剤
散
布

に
つ
い
て
近
隣
市
町
の
現

状
を
調
べ
、
自
治
体
が
直

接
管
理
し
て
い
る
比
較
的

大
き
な
公
園
で
は
、
薬
剤

を
散
布
し
て
い
る
自
治
体

は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
令
和
６

年
度
以
降
の
公
園
管
理
業

務
か
ら
薬
剤
散
布
を
や
め

る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

代
わ
り
に
毎
月
１
回
芝
刈

り
を
実
施
す
る
予
定
を
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
農
林
水
産
省
で
は

「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
打
ち

出
し
て
い
る
。

　
現
実
的
な
農
業
分
野
の

負
担
に
関
す
る
聞
き
取
り

を
お
こ
な
い
補
助
金
も
漏

れ
な
く
農
業
従
事
者
の
も

と
に
届
く
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
町
の
現
状

は
。答

経
済
産
業
課
長

都
道
府
県
知
事
の

認
定
を
受
け
た
方
が
導
入

す
る
機
械
の
税
制
や
金
融

上
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
複
数
あ
る
事

業
の
う
ち
、
主
な
事
業
主

体
は
、
国
ま
た
は
都
道
府

県
が
中
心
と
な
る
。

　
町
は
、
環
境
負
荷
軽
減

の
取
組
み
と
し
て
３
つ
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

問
「
政
治
倫
理
の
確

立
の
た
め
の
御
代

田
町
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
」
提
出
書

類
の
内
容
は
。

答
町
長
　
資
産
等
報

告
書
な
ど
、所
得

等
報
告
書
、関
連
会
社
等

報
告
書
を
期
日
ま
で
に
作

成
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。

問
令
和
３
年
所
得
報

告
書
で
事
業
収
入

マ
イ
ナ
ス
120
万
円
程
度
と

あ
る
。

　
初
当
選
さ
れ
た
後
に
事

業
を
始
め
た
と
い
う
こ
と

か
。
そ
れ
と
も
、
前
年
度

の
記
載
漏
れ
か
。

答
町
長
　
私
の
仕
事

に
一
切
関
係
な
い

私
的
な
こ
と
で
あ
る
。
回

答
は
差
し
控
え
た
い
。

問
な
ぜ
、
町
長
の
職

に
あ
り
な
が
ら
令

和
4
年
1
月
1
日
か
ら
12

月
31
日
の
間
で
追
加
の
借

入
金
が
3
千
780
万
円
ほ
ど
、

合
計
で
5
千
780
万
円
ほ
ど

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　
記
載
間
違
い
で
は
な
く
、

こ
の
金
額
が
借
入
れ
と
し

て
追
加
な
の
か
。

答
町
長
　
事
実
に
基

づ
い
て
公
開
し
て

い
る
。

YouTube
2次元コード

蓄電池を奨励金対象に加えては

薬剤散布をやめる計画

公園へ除草剤散布の今後は

内
うち

堀
ぼり

　綾
あや

子
こ

議員

借
入
金
は
記
載
間
違
い
で
は
な
い
か

事
実
に
基
づ
い
て
公
開
し
て
い
る

みどり認定の手引きより抜粋。
令和5年4月

大臣官房みどりの食料システム戦略グループ
農林水産省
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問
地
球
温
暖
化
防
止

施
策
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
奨
励
金
の
令
和

3
年
度
以
降
の
実
績
と
効

果
は
。

答
町
民
課
長
　
令
和

3
年
度
は
実
績
は

な
か
っ
た
が
、
令
和
4
年

度
以
降
は
全
て
が
電
気

自
動
車
で
、
令
和
4
年
度

は
3
件
の
28
万
6
千
円
、

令
和
5
年
度
は
5
件
あ
り
、

8
月
時
点
で
予
算
額
50
万

円
に
達
し
受
付
を
終
了

し
て
い
る
。

　
効
果
は
、
電
気
自
動
車

は
、
走
行
時
の
C
O
2

排

出
量
が
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と

か
ら
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢

献
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
蓄
電
池
設
備
を
奨

励
金
の
対
象
に
加

え
て
い
く
考
え
は
。

答
町
民
課
長
　
令
和

6
年
度
に
町
の
脱

炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た

指
針
と
な
る
地
方
公
共
団

体
実
行
計
画
の
策
定
を
予

定
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

答
町
長
　
蓄
電
池
設

備
の
普
及
は
大
変

大
事
な
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
前
向
き

に
検
討
で
き
る
よ
う
に
担

当
部
局
と
も
話
し
合
っ
て

考
え
て
い
き
た
い
。

問
地
球
温
暖
化
防
止

を
促
す
啓
発
の
現

状
と
今
後
は
。

答
町
民
課
長
　
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
奨

励
金
交
付
事
業
や
住
宅
断

熱
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
制
度
を
開
始
し
啓

発
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
実
行
計
画
の

公
文
書
の
不
要
な
性
別
欄
の
廃
止
を

順
次
対
応
を
進
め
て
い
き
た
い

策
定
に
よ
り
啓
発
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

パートナーシップ制度により
行政サービスが充実している。

YouTube
2次元コード

池
いけ

田
だ

　るみ議員

実行計画策定の中検討していく

蓄電池を奨励金対象に加えては

問
県
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
届
出
制
度

に
よ
り
受
け
ら
れ
る
町
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
。

答
企
画
財
政
課
長

町
営
住
宅
の
入
居

申
込
み
や
保
育
施
設
の
入

園
申
込
み
、
罹
災
証
明
書

の
代
理
申
請
、
保
育
所
・

児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
送
迎
、

身
体
障
が
い
者
な
ど
を
対

象
に
軽
自
動
車
税
の
減
免

申
請
、
要
介
護
認
定
の
代

理
申
請
の
6
つ
に
対
応
し

て
い
る
。

問
全
庁
的
に
公
文
書

を
点
検
し
、
不
要

な
性
別
欄
の
廃
止
を
。

答
企
画
財
政
課
長

現
時
点
で
、
既
に

廃
止
し
た
様
式
は
13
様
式

で
、
今
後
対
応
す
る
予
定

は
29
様
式
ほ
ど
を
見
込
ん

で
い
る
。
各
担
当
課
の
公

文
書
を
改
め
て
確
認
す
る

と
と
も
に
順
次
対
応
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
職
員
へ
の
研
修
や

県
作
成
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
活
用
は
。

答
総
務
課
長
　
長
野

県
の
性
の
多
様
性

を
尊
重
す
る
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
職
員
間
で
共

有
し
、
研
修
な
ど
の
実
施

は
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

蓄電池設備設置により脱炭素社会が進む。
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問
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
は
、
通

所
介
護
事
業
、
訪
問
介
護

事
業
、
短
期
入
所
事
業
を

一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し

た
事
業
で
、
24
時
間
365
日

の
体
制
で
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
で
き
、
効
率
的
で
無
駄

の
な
い
事
業
で
あ
る
。
こ

の
事
業
を
第
9
期
介
護
保

健
事
業
計
画
に
位
置
づ
け

る
考
え
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

第
７
期
計
画
で
通

所
介
護
、
短
期
入
所
、
訪

問
介
護
事
業
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
稼
働
率
に
ま
だ
余
裕

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
有

効
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
の
整
備
に
替
わ
る
質
や

量
を
確
保
し
て
き
た
。

　
第
８
期
計
画
は
、
小
規

模
多
機
能
型
の
居
宅
介
護

の
整
備
計
画
は
な
か
っ
た
。

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
い
て
も
整
備
の

計
画
は
な
い
。

問
第
９
期
介
護
保
健

事
業
計
画
に
お
い

て
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
や
自

治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
実
施
す
る
地
域
サ
ロ

ン
や
、
予
防
活
動
の
回
数

の
増
加
や
新
規
の
開
催
に

向
け
た
、
町
の
介
護
予
防

事
業
ま
た
は
高
齢
福
祉
事

業
と
し
て
の
、
今
以
上
の

実
施
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

各
地
区
の
保
健
補

導
員
と
協
力
し
て
開
催
を

し
て
い
る
地
区
健
康
教
室

で
は
健
康
相
談
や
調
理
実

習
、
栄
養
相
談
、
運
動
指

導
が
あ
る
。
地
区
で
は
、

地
域
の
つ
な
が
り
や
健
康

介
護
予
防
に
つ
い
て
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

サ
ロ
ン
に
参
加
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
こ
の
よ
う
な

機
会
も
利
用
い
た
だ
き
、

身
体
活
動
、
栄
養
、
社
会

参
加
の
場
が
活
発
に
な
る

よ
う
現
在
の
事
業
を
引
き

続
き
推
進
し
て
い
く
。

問
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
は
、
財
源

も
規
制
も
異
な
る
複
数
の

サ
ー
ビ
ス
や
、
専
門
性
の

異
な
る
他
職
種
、
ま
た
、

町
民
な
ど
を
適
切
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
状
況
、
今
後
の
展
望
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

生
産
年
齢
人
口
の

減
少
、
多
世
代
家
族
の
減

少
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
現
状

の
中
で
、
一
人
一
人
が
生

き
が
い
や
役
割
を
持
ち
、

助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
地

域
共
生
社
会
の
視
点
が
重

要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。

24時間365日体制の小規模多機能型居宅介護事業所。

絆を活かした交流や会話が、健康維持と予防活動となっている。

YouTube
2次元コード

第９期計画も整備計画はない

小規模多機能型居宅介護の計画は

中
なか

山
やま

　温
あつ

夫
お

議員
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研修報告

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
視
察
研
修

　
令
和
5
年
9
月
25
日・26
日

ー「
広
報
」を
基
礎
か
ら
学
ぶ
ー

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

で
は
、
議
会
だ
よ
り
誌
面

づ
く
り
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
的
に
全
国
町
村
議
会

議
長
会
「
町
村
議
会
広
報

研
修
会
」
に
参
加
し
ま
し

た
。

　
研
修
で
は
弁
護
士
・
メ

デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点

で
の
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、M
M
o
P（
モ
ッ

プ
）
の
運
営
や
浅
間
国
際

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
共
催
な
ど
、
御
代
田
町

と
の
関
わ
り
が
深
い
㈱
ア

マ
ナ
本
社
お
よ
び
㈱
フ

ラ
ッ
ト
ラ
ボ
を
訪
れ
、
フ

ラ
ッ
ト
ラ
ボ
で
は
U
V

印
刷
機
器
に
よ
る
立
体
印

刷
の
実
演
と
作
品
の
紹
介
、

ア
マ
ナ
本
社
で
は
本
社
施

設
の
ご
案
内
と
「
紙
ベ
ー

ス
と
ス
マ
ホ
ベ
ー
ス
両
方

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
の
必
要
性
」
な
ど

の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
2
日
間
の
研
修
で
は
、

議
会
だ
よ
り
の
改
善
点
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
が
あ

り
、
今
後
は
情
報
を
活
か

し
な
が
ら
町
民
の
皆
さ
ま

が
親
し
み
や
す
い
誌
面
づ

く
り
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
森
泉　
謙
夫広報誌づくりを基礎から学ぶ。

　商工会主催による恒例の点灯式が御代田駅前ロータリーで多くの方にお集りいただき、開催
することができました。
　とても寒い日でしたので、おにかけうどんは美味しくて体が温まると大好評でした。
　今後も継続してほしいイベントだと思います。

表紙の写真 イルミネーション点灯式

表　
彰

　
町
議
会
議
員
と
し
て
10
年
以
上
在
職
し
、

地
方
自
治
発
展
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、12
月
4
日
議
会
定
例

会
の
開
催
に
先
立
ち
、議
場
に
お
い
て
荻
原

議
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

五ご

味み　
髙た

か

明あ
き　

議
員

長
野
県

町
村
議
会
議
長
会
表
彰
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任
期
４
年
の
折
り
返
し
を

迎
え
た
令
和
５
年
9
月
、御
代

田
町
議
会
構
成
の
改
選
が
行

わ
れ
、広
報
広
聴
常
任
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
も
一
新
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、異
常
気
象
と
も
い

え
る
暖
冬
の
12
月
、定
例
議
会

は
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
、慎
重
審

議
が
行
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
、議
会
、常

任
委
員
会
の
審
議
内
容
を
わ

か
り
や
す
く
、読
み
や
す
い
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
編
集
し

ま
し
た
。

　

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
黒
岩　
旭

 

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委 

員 

長
　
尾
関
　
充
紗

副
委
員
長
　
森
泉
　
謙
夫

委
　
　
員
　
内
堀
喜
代
志

池
田
　
る
み

中
山
　
温
夫

赤
田
　
憲
子

黒
岩
　
　
旭

内
堀
　
綾
子

編
集
後
記

編
集
後
記

美術部　部長　
３年　櫻

さくら

井
い

　瑠
る

月
な

吹奏楽部　部長　
３年　内

う ち

堀
ぼ り

　友
ゆ

理
り

音
ね

Q1.部員は何人？（ 7月1日現在 ）
3年は17人、2年は11人、１年は18人

Q2.部のモットーは？
十人十色　～好きを作品に～

Q3.部の魅力は？
自分の個性やよさを作品にできるのが
美術部の自慢できる所です。

Q1.部員は何人？（ 7月1日現在 ）
3年は12人、2年は15人、１年は8人

Q2.部のモットーは？
一音昇華　～判断力・想像力・推進力を輝
かせ自覚のある行動～

Q3.部の魅力は？
たくさんの事に感謝しながら“東海大会
出場”という目標に向かって部員全員で
頑張っています。

※アンケートは、４月にご回答をいただいたものです。

みんなの
声

MIYOTA

こちらをスマートフォンで読み
取っていただくと、町ホームペー
ジ「御代田町議会」のページに繋
がります。

次回の定例会は
３月です。

　本会議及び委員会の傍聴ができます。希望さ
れる方は、議会事務局で受付してください。
　日程は、町ホームページでお知らせします。

「みよた動画」で
議会の動画配信をしています。

12月定例会 
開会日

（12月4日開催）

12月定例会 
閉会日

（12月12日開催）

御代田町議会
 動画

  配信中！
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